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１．学校・家庭・関係機関との連携

２．自立活動を行うにあたっての
担当者の視点



【管理職】

【担任】
連絡帳

実態把握アンケート
教育相談

【保護者】
連絡帳
教育相談
電話連絡

子どもを取り巻く多くの人たちとの連携

１ 学校・家庭・関係機関との連携について

【支援員】

【コーディネーター】【前担任】

【支援学級】

【養護教諭】【専科】

【療育センター】



通級担当 在籍学級担任

情報交換の時間を
年度初めに相談

UD等の手立ての共有
教材・教具の提供

在籍学級の指導方法を

通級で活用

子供のよさ・課題
頑張っていることの共有

⑴ 担任の先生との連携

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



〇 課題は青の下線

〇 よさは赤の下線

⑴ 担任の先生との連携
～実態把握アンケート～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～通級授業前の様子の観察～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～通級授業後の情報共有～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～背景要因の確認～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



姿勢のくずれ ⑴ 体幹の弱さ？
⑵ やる気のなさ？
⑶ くせ，習慣？

⑴ バランスボール・体感トレーニング
⑵ 質問するスキル，聞く力・態度面の活動
⑶ １・２年かけて修正する。家庭との連携。

⑴ 担任の先生との連携 ～背景要因の確認～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



【通級指導教室での長期目標】
〇ノートを上手にまとめる。
〇落ち着いて行動できる。

【学級での長期目標】
ノートに板書を写す際の
ルールを確認し，ルールブッ
クを作る活動を行う。

⑴ 担任の先生との連携 ～個別の指導計画～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～教具の共有～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



入り込み型の授業の際には，
このような通級で使っている
シートで称賛しながら，学級の
中でもできていることをシール
で称賛する活動を行った。

担任の先生が机にこの称賛
シートを貼り，学級でもできて
いることを可視化する手立て
をとってくださっている。

⑴ 担任の先生との連携 ～称賛シート～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～通級指導教室の授業参観～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携
～指導記録用紙～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑴ 担任の先生との連携 ～指導記録用紙～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



「トイレを失敗した後に，どうし
たらよいか分からず，固まってし
まう。」という実態がある児童に，
SSTで授業を行った。

さらに，その後，養護教諭に時
間を作っていただき，失敗したら，
保健室まで行き，状況を説明し
たらよいことを体験させた。

⑵ 養護教諭との連携 ～SST トイレを失敗したら～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



通級での授業の目標を元
に，専科の授業でも「落ち着き
のある行動をする」「大きな声
を出さない」などの目標を立
て，実行できるかという入り込
み型の自立活動を行った。

【落ち着けなかった行動の確率】

８４％→68％→５４％→７４％

→３４％→１０％

⑶ 専科との連携 ～おちついた行動を～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑷ 管理職及び特別支援教育支援員との連携

【管理職】 【支援員】

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



授業前後の情報交換

連絡帳・電話

教育相談

教室だよりの発行

⑸ 保護者との連携

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



〇 課題は青の下線

〇 よさは赤の下線

⑸ 保護者との連携
～実態把握アンケート～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑸ 保護者との連携 ～連絡帳～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



⑸ 保護者との連携 ～トークンエコノミー～

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



【鹿児島県こども総合療育センター】

⑹ 療育センターとの連携

OTやSTによるより詳しい
情報を共有できる。

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



地域の療育施設

⑺ 療育施設との連携

〇 お互いに行っている活
動の情報を共有できる。
〇 指導・支援の方向性を
そろえることができる。

１ 学校・家庭・関係機関との連携について



１．学校・家庭・関係機関との連携

２．自立活動を行うにあたっての
担当者の視点



特別支援学校教育要領・学習指導要領「自立活動編」より

• 個々の児童または生徒が自立を
目指し，障害による学習上又は生
活上の困難を主体的に改善・克服
するために必要な知識，技能，態
度及び習慣を養い，もって心身の
調和的発達の基盤を培う。

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



① 自分の強みをさらに伸ばす。

② 自分の弱み（苦手なことや困っていること）

を改善・克服する。

③ 自分の強みを使って，弱みをカバーする。

④ 自分のもっている力を認識する。

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



① 自分のナイスなところをさらに伸ばす。

ぼくは，得意な絵を
描くことを生かして
夏休みの思い出を
発表するぞ！

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



② 自分が困っているところを改善・克服する。

SST（ソーシャルスキルトレー
ニング）を行い，失敗した際に，
どのように行動したらよいか
を練習した。

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



〇 苦手なカタカナを大好きなポケモンで覚える。

〇 集中力が続かないけれど，大好きなことなら何

時間でもできる。

〇 作文を書くのは苦手だけど，PCタブレットの打ち

込みなら，すごいプレゼンを作ることができる。

③ 自分の強みで弱みをカバーする方法を探る。

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



④ 自分のもっている力を認識する。

できていることを
スキルをカード化し，
再度認識する。

⑴ 自立活動とは

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



自立活動でできることは，
少しずつの成長を促すこと
ぐらいだと思っています。

例えば・・・

〇 苦手なことに挑戦しようとする。

〇 ちょっとできることをもう少しだけできるようにする。

〇 できそうなことをできるようにする。

⑵ 自立活動でできること

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



〇 苦手なことに挑戦しようとする。

〇 ちょっとできることをもう少しできるようにする。

〇 できそうなことをできる。

合わせて

「得意を伸ばす」

⑵ 自立活動でできること

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



〇 一般的に言われている視点＋αが大切である。

① トレーニング ② スキル獲得 ③ 環境調整

☆ 自己肯定感を支える視点

⑶ 自立活動を行う際の視点①

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



〇 「聞き取ることが苦手」な例を通して

① トレーニング

例えば…
・ 聞くことが重要となるような言葉遊びをする。
・ 話の中から重要な部分を聞き取る練習をする。
・ 復唱，聴写等をする。

⑶ 自立活動を行う際の視点①

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



② スキル獲得

例えば…
・ メモ用紙や付箋紙を使って書き留めるスキルを身
に付ける。
・ 話し手に「もう一度言ってください」と依頼するスキ
ルを身に付ける
・ 友達に確認するスキルを身に付ける。

〇 「聞き取ることが苦手」な例を通して

⑶ 自立活動を行う際の視点①

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



③ 環境調整

例えば…
・ 聞き取りやすい環境の整備（テニスボールを机や
いすの足に設置するなど）
・ 話し手が絵や具体物等の具体的な補助を工夫す
る。
・ 話し手が文字による指示を工夫する。

〇 「聞き取ることが苦手」な例を通して

⑶ 自立活動を行う際の視点①

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



☆ 自己肯定感を支える視点→全ての指導の根幹にある視点

例えば…
・ きちんと聞けていた場面を取り上げて褒めることで
自信をもたせる。
・ 自分のよさを自覚し，肯定的な自己理解を進めて
いく。
・ 安心できる場所で，信頼できる大人から，自分自
身が受け入れられる経験を積み重ねる。

〇 「聞き取ることが苦手」な例を通して

⑶ 自立活動を行う際の視点①

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



まず， ①先生，友達とならできる。

次に， ②手立てがあればできる。

最後に ③一人でもできる。

⑷ 自立活動を行う際の視点

２ 自立活動を行うにあたっての担当者の視点



御清聴 ありがとうございました

とある先生の言葉

今やっている活動は
子供が将来幸せに生きるために
必要な活動ですか？
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